
聯
か
希
望
を
述
べ
る
こ
と
は
出
来
る
。

一
、
唯
一
の
官
立
美
術
學
校
に
重
き
を
加
ふ
る
為
に
嘗
代
の
巨
匠
を
招
く
こ

と
は
望
ま
し
い
。
明
治
大
正
の
豪
華
陣
を
思
へ
ば
、
も
っ
と
大
家
を
網
羅
し

て
も
多
過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
然
し
、
學
生
に
封
す
る
数
育
を
本
位
に
し
て

考
へ
れ
ば
、
巨
匠
に
多
く
を
煩
は
す
よ
り
、
年
齢
も
少
く
、
學
生
と
接
獨
す

る
機
會
の
多
い
中
堅
赦
官
陣
を
十
二
分
に
充
質
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
其

貼
で
は
奮
美
術
學
校
も
非
常
に
遺
憾
で
あ
っ
た
し
、
現
在
も
餘
り
に
手
薄
で

あ
る
。

一
、
平
凡
な
こ
と
で
あ
る
が
宜
力
の
涵
投
に
主
力
を
注
ぐ
こ
と
。
こ
れ
は

一

般
の
風
潮
か
も
知
れ
な
い
が
、
臥
洲
の
學
生
に
比
べ
て
も
、
囲
力
が
足
り
な

い
で
反
封
に
焚
表
慾
が
強
過
ぎ
る
。
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
や
数
則
を
厭
が
つ
て
、

早
く
競
技
會
へ
出
た
が
っ
た
り
、
い
き
な
り
曲
を
弾
き
た
が
る
ピ
ア
ニ
ス
ト

〔門〕

が
居
た
ら
滑
稽
だ
が
、

美
術
界
に
は
そ
れ
で
も
専
問
家
に
な
れ
る

穴

が

あ

る。
又
卒
業
生
の
生
活
の
こ
と
も
考
へ

る
と
す
れ
ば
、
も
っ
と
幅
の
廣
い
技
術

が
賦
興
さ
れ
て
も
い
4
。
私
が
参
観
し
た
佛
印
の
官
立
美
術
學
校
で
は
、
縮

ゆ
る
材
料
の
謳
使
、
穂
ゆ
る
方
面
の
用
途
に
も
役
立
つ
技
術
を
一
通
り
赦
ヘ

て
ゐ
た
。
土
地
の
事
情
が
異
ふ
が
参
考
に
は
な
る
と
思
ふ
。

一
、
科
學
的
な
指
導
研
究
が
穂
ゆ
る
黙
で
鋏
け
て
ゐ
た
の
で
、

學
生
の
餓
え

は
満
た
さ
れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
。
放
任
で
な
け
れ
ば
「
悟
り
」
本
位
で
あ

っ
た
が
、
悟
り
は
ず
つ
と
上
の
こ
と
で
、
其
虞
迄
は
文
字
と
言
葉
で
十
分
偉

ヘ
得
る
と
思
う
。

一
、
幣
し
い
偉
れ
た
参
考
品
を
、
美
術
館
の
如
く
學
生
の
身
邊
に
置
く
べ
き

で
、
學
生
は
そ
れ
に
よ
っ
て
視
野
を
厳
め
、
理
想
を
高
め
る
こ
と
が
出
来

る
。
校
庭
に
は
物
故
赦
授
の
像
よ
り
見
ら
れ
ず
、
数
室
と
廊
下
は
師
範
學
校

の
如
く
索
莫
と
し
て
ゐ
て
、
藝
術
の
香
氣
が
學
校
に
漂
よ
っ
て
ゐ
な
い
。
せ

め
て
一艮
い
複
製
で
も
と
思
っ
た
が
、
文
庫
は
文
庫
の
為
の
存
在
で
あ
り
、
會

計
か
ら
は
十
園
の
金
も
引
出
せ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
愛
書
を
犠
牲
に
し
て
受

持
の
赦
室
へ
だ
け
懸
け
て
見
た
が
、
個
人
所
有
の
も
の
に
は
限
度
が
あ
り
、

其
上
十
年
間
は
油
籍
科
以
外
の
學
生
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
綸
畳
に
熱
が
な

く
、
張
合
を
失
っ
て
中
止
し
た
が
、
こ
れ
は
賀
技
と
美
術
史
の
数
官
が
相
談

し
て
計
聾
的
に
や
る
と
必
ず
効
果
が
あ
る
と
思
は
れ
る
。

一
、
裸
腔
研
究
は
今
後
恐
ら
く
問
題
に
は
な
る
ま
い
と
思
ふ
が
、
モ
デ
ル
不

足
以
外
の
理
由
で
弾
駆
さ
れ
、
校
内
に
す
ら
そ
の
賛
成
者
が
現
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
妍
究
と
痰
表
と
は
別
個
の
も
の
で
、
醤
學
の
研
究
に
解
剖
が
必

須
な
如
く
、
美
術
の
基
礎
的
研
究
に
人
憫
以
上
の
も
の
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

(G
)
其
他
外
隊
と
の
交
換
展
、
名
作
摸
窯
（
製
作
、
蒐
集
、
摸
寓
の

美
術
館
、
製
作
に
派
遣
、
外
國
と
の
交
換
等
）

美
術
作
品
の
著
作
櫂
等
々
。

⑬

結
城
素
明
名
誉
教
授
と
な
る

昭
和
二
十
年
六
月
一
日
、
本
校
は
十
九
年
改
革
の
際
に
辞
職
し
た
も
と
日
本

画
科
教
授
結
城
素
明
に
名
誉
教
授
の
称
号
を
贈
っ
た
。
素
明
の
長
期
に
亙
っ

て

日
本
画
科
を
指
禅
し
、
戦
後
の
日
本
画
界
を
担
う
作
家
を
育
て
た
功
績
は
大
き

い
。
素
明
と
同
時
に
辞
職
し
た
森
井
健
介
は
、
友
人
と
し
て
そ
の
人
物
を
素
明

が
死
去
し
た
際
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

結
城
素
明
画
伯
の
思
い
出

三
月
廿
四
日
結
城
さ
ん
急
逝
後
、

井

介

は
や
満
中
陰
忌
も
過
ぎ
た
頃
、
突
然
本

森

健

1011 第 5節 昭 和 20年



社
か
ら
追
憶
話
を
頼
ま
れ
た
の
で
、
毛
色
の
変
っ
た
側
か
ら
の
思
出
話
も
一

輿
と
思
い
、
書
綴
つ
て
見
よ
う
。
元
来
僕
は
建
築
専
門
で
あ
る
が
、
第

一
次

世
界
戦
争
の
始
ま
っ
た
頃
、
建
築
界
の
鬼
オ
岡
田
信
一
郎
君
の
推
娩
で
、
美

術
学
校
教
授
と
な
っ
た
が
、
殆
ん
ど
同
時
に
結
城
さ
ん
も
教
投
と
な
ら
れ
た

の
で
、
同
席
の
関
係
上
親
し
み
深
く
、
そ
の
上
結
城
さ
ん
と
岡
田
さ
ん
と
は

親
友
だ
っ
た
の
で
、
僕
も
従
っ
て
泥
懇
の
間
柄
と
な
り
、
爾
束
一
―
―
十
年
、
昭

和
十
九
年
美
校
革
新
の
際
、

一
同
袖
を
連
ね
て
辞
職
す
る
ま
で
、
公
私
共
探

交
を
結
ん
だ
。
終
戦
前
後
福
島
や
白
河
の
在
に
疎
開
し
て
お
ら
れ
た
間
も
特

に
音
信
多
く
、
帰
京
さ
れ
て
か
ら
も
屡
々
交
通
し
、
四
十
年
余
も
御
交
際
願

っ
た
も
の
だ
。
想
え
ば
当
時
美
校
教
授
も
多
く
は
鬼
籍
に
入
り
、
僅
か
に
朝

倉
文
夫
、
北
村
西
望
、
和
田
三
造
、
田
辺
至
、
川
崎
小
虎
、
森
田
亀
之
助
、

高
村
豊
周
の
数
氏
が
活
動
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
何
し
ろ
最
年
少
の
僕
で

す
ら
、
古
稀
に
達
し
て
い
る
の
だ
か
ら
無
理
も
あ
る
ま
い
。

結
城
さ
ん
は
明
治
州
年
美
校
卒
業
後
、
ニ
カ
年
余
洋
画
科
に
入
り
、
デ
ッ

サ
ン
を
勉
強
さ
れ
た
も
の
で
、
其
制
作
は
い
つ
も
大
胆
に
洋
画
の
手
法
を
採

り
、
独
特
の
写
生
風
景
画
の
天
地
を
開
拓
し
た
も
の
だ
。
明
治
舟
五
年
美
校

に
招
聘
さ
れ
、
寺
崎
教
室
の
所
属
と
な
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
ま
い
が
、
広
業

先
生
同
様
各
流
振
の
絵
画
を
試
作
さ
れ
、
又
挿
画
な
ど
も
や
ら
れ
た
も
の

だ
。
美
校
の
文
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
草
花
の
画
帳
け
美
事
な
も
の
だ
。
海

外
は
勿
論
、
地
方
旅
行
や
散
歩
の
折
は
、
常
に
ス
ケ
ッ
チ
帳
を
懐
に
、
一
木

一
草
も
目
敏
＜
筆
に
す
る
、
現
に
逝
去
数
日
前
も
植
物
園
へ
行
っ
て
写
生
し

た
と
か
、
僕
よ
り
一
廻
り
上
の
高
齢
で
あ
り
な
が
ら
、
精
進
三
昧
に
入
っ
て

い
る
の
に
全
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
だ
。
か
く
結
城
さ
ん
は
写
生
主
義
で
あ

る
か
ら
、
描
き
方
や
考
え
方
は
全
く
科
学
的
、
考
証
的
で
、

バ
ー
ス
ペ
ク
チ

ヴ
に
も
中
々
精
し
か
っ
た
。
僕
も
こ
の
点
で
時
々
質
問
を
う
け
、
又
画
面
に

付
て
批
評
を
乞
わ
れ
た
も
の
だ
。
信
猿
町
の
聖
徳
絵
画
館
の
明
治
天
皇
が
勧

業
栂
覧
会
へ
の
行
幸
図
に
於
け
る
建
物
の
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
考
証
其
他
に

手
伝
し
た
も
の
だ
。
此
絵
画
は
終
戦
直
後
ア
メ
リ
カ
の
軍
人
が
乱
入
し
て
、

明
治
天
皇
の
竜
顔
を
破
損
し
た
の
で
其
補
修
に
は
結
城
さ
ん
も
大
分
骨
折
ら

れ
た
よ
う
だ
。

結
城
さ
ん
の
画
風
其
他
専
門
の
事
柄
は
門
弟
の
方
々
か
ら
話
さ
れ
る
だ
ろ

う
が
、
元
来
多
趣
味
で
読
書
家
で
、
画
家
と
し
て
は
珍
ら
し
い
程
交
遊
広

く
、
美
術
文
芸
界
は
固
よ
り
、
政
治
、
経
済
の
方
面
か
ら
、
学
者
、
僧
侶
、

重
役
、
新
聞
雑
誌
記
者
、
芸
人
等
に
至
る
ま
で
知
己
頗
る
多
く
、
常
に
お
宅

は
千
客
万
来
の
観
あ
り
先
般
増
上
寺
葬
俵
の
折
如
何
に
各
社
会
の
人
々
が
見

え
た
か
で
も
分
る
事
だ
。
従
て
極
め
て
常
識
あ
る
社
交
家
と
も
言
え
る
訳

だ
。
又
日
本
画
科
の
主
任
と
し
て
は
僅
か
十
年
と
は
な
ら
な
い
け
れ
ど
、
前

任
の
寺
崎
、

川
合
二
画
伯
の
学
生
に
対
す
る
感
化
影
響
は
皆
無
と
い
つ
て
も

よ
い
位
だ
が
、
結
城
さ
ん
の
感
化
は
其
教
官
生
活
前
後
四
十
余
年
間
誠
に
顕

著
な
も
の
で
、
美
校
日
本
画
は
結
城
さ
ん
に
由
て
出
来
上
っ
た
と
申
し
て
差

支
な
い
位
だ
。
之
は
元
来
塾
制
度
に
よ
っ
て
の
み
養
成
さ
れ
て
い
た
日
本
画

が
学
校
で
教
育
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
結
城
さ
ん
の
科
学
的
養
成
法
が
時
代

の
進
運
に
適
合
し
た
と
も
い
え
よ
う
。
且
其
熱
心
な
教
授
法
と
指
導
精
神
と

を
以
て
日
本
画
生
徒
を
引
張
つ
て
行
っ
た
訳
だ
。
又
結
城
さ
ん
は
内
弟
子
な

く
、
学
生
を
一
視
同
仁
よ
く
卒
業
生
の
世
話
を
す
る
。
決
し
て
優
等
生
の
み

教
込
む
風
な
ぎ
は
確
か
に
徹
底
し
た
イ
ン
テ
リ
教
育
家
で
、
美
術
の
教
官
と

し
て
単
に
名
人
と
い
う
の
み
で
は
、
成
功
せ
ぬ
好
例
で
あ
ろ
う
。
唯
其
卒
業

生
に
対
す
る
影
評
力
の
大
き
い
余
り
、

一
同
か
ら
心
棒
と
し
て
依
戴
さ
れ
る
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の
で
、
美
校
外
か
ら
は
ボ
ス
視
さ
れ
、
大
分
誤
解
さ
れ
た
点
も
あ
る
よ
う

4
こ。t
 黒

田
、
岡
田
、
藤
島
三
氏
を
初
め
油
画
家
の
中
に
は
如
何
に
も
芸
術
家
ら

し
く
、
美
術
批
評
家
や
画
商
な
ど
問
題
に
せ
ず
、
権
門
富
貴
と
も
対
等
の
附

合
を
し
て
い
る
よ
う
見
受
け
ら
れ
る
が
、
日
本
画
家
は
因
習
上
兎
角
御
茶
坊

主
式
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
所
謂
書
画
屋
が
絵
の
値
段
の
釣
上
、
釣
下
を
勝

手
に
や
る
気
味
だ
。
此
点
結
城
さ
ん
は
決
し
て
書
画
屋
の
い
い
な
り
に
な
ら

ず
、
時
に
喧
嘩
し
た
り
、
美
術
批
評
家
に
も
敬
意
を
払
わ
ず
、
況
ん
や
自
筆

の
贈
り
物
な
ど
一
切
し
な
い
か
ら
、
絵
の
売
価
な
ど
低
く
、
流
行
の
御
弟
子

な
ど
よ
り
遥
か
に
廉
価
な
の
は
誠
に
興
味
深
く
覚
え
る
。
其
代
り
故
旧
親
友

が
特
に
頼
め
ば
、
値
段
な
ど
構
わ
ず
描
い
て
く
れ
る
。
嘗
て
地
方
旅
行
の
際

旅
館
の
女
中
が
、
就
寝
前
家
宝
に
と
懇
願
し
た
ら
色
紙
な
ど
即
座
に
書
い
て

や
る
と
い
う
風
、
金
銭
に
無
頓
着
、
極
め
て
括
淡
た
る
先
生
だ
っ
た
。
先
ず

政
治
家
な
ら
清
濁
併
せ
飲
む
と
い
う
処
で
、
中
々
情
味
豊
か
に
包
容
力
も
あ

り
、
優
秀
で
な
い
お
弟
子
を
も
よ
く
面
倒
を
見
て
お
ら
れ
た
。
僕
は
日
本
画

家
の
先
生
の
内
で
は
最
も
事
務
的
に
物
事
を
処
理
出
来
る
人
、
例
え
は
学
校

長
と
か
芸
術
院
長
で
も
や
れ
ば
出
来
る
人
だ
と
思
わ
れ
る
、
信
頼
す
る
女
房

役
に
任
さ
れ
る
丈
の
器
量
人
だ
と
思
う
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
今
以
て
芸
術
院

長
は
素
人
の
天
下
り
人
事
で
、
よ
く
も
会
員
が
黙
つ
て
満
足
し
て
い
る
の
を

不
思
議
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
確
か
正
木
直
彦
先
生
が
美
術
院
幹
事
な
り
院

長
の
時
代
に
、
せ
め
て
学
士
院
並
に
院
長
互
選
に
し
よ
う
と
主
張
さ
れ
た

が
、
当
時
文
部
省
は
承
知
し
な
か
っ
た
と
伝
聞
し
て
い
る
。
初
代
の
森
、
黒

田
の
両
院
長
を
除
け
ば
皆
事
務
家
で
あ
っ
て
、
今
以
て
其
連
続
で
あ
る
、
残

念
至
極
の
事
で
は
な
か
ろ
う
か
。

僕
は
膜
々
結
城
さ
ん
と
、
所
謂
美
術
学
校
騒
動
と
岡
介
校
長
の
昔
話
か

ら
、
終
戦
直
前
の
美
校
革
新
に
つ
い
て
話
合
い
、
其
真
相
を
極
め
た
い
と
思

つ
て
、
ま
だ
充
分
果
せ
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
結
城
さ
ん
の
岡
倉
、
正
木

両
先
生
観
も
実
に
穿
つ
て
い
て
面
白
い
も
の
だ
。
今
や
天
下
挙
つ
て
院
展
系

に
趨
つ
て
い
る
の
感
あ
る
が
、
猪
突
性
の
日
本
人
も
い
つ
か
は
冷
静
に
返
つ

て
、
所
謂
美
校
出
側
も
認
め
ら
れ
、
大
い
に
発
展
す
る
に
違
い
な
い
。
其
時

は
結
城
さ
ん
の
主
張
も
通
り
、
無
形
の
文
化
勲
章
を
貰
っ
た
事
に
な
る
だ
ろ

う。
前
に
も
述
べ
た
如
く
、
結
城
さ
ん
は
読
書
家
で
あ
る
か
ら
、
西
片
町
の
旧

宅
ま
で
は
各
方
面
万
巻
の
書
物
に
埋
つ
て
、
読
み
耽
つ
て
お
ら
れ
た
が
、
疎

開
先
か
ら
吉
祥
寺
更
に
現
在
の
林
町
へ
居
を
移
す
毎
に
、
多
数
を
整
理
さ
れ

た
様
だ
。
又
著
述
に
勤
王
画
家
佐
藤
正
持
、
菊
池
容
斎
に
付
て
の
研
究
あ

り
、
次
に
物
故
美
術
家
、
文
芸
家
の
掃
苔
供
養
の
記
念
と
し
て
前
後
一
二
回
に

亘
つ
て
墓
所
誌
を
刊
行
さ
れ
た
の
は
実
に
劃
切
奇
特
な
事
業
で
、
僕
も
建
築

家
の
部
分
は
喜
ん
で
お
手
伝
い
し
た
の
で
あ
る
。

結
城
さ
ん
は
画
家
で
あ
る
以
上
、
多
年
書
画
骨
葦
に
接
す
る
の
機
会
は
多

か
っ
た
よ
う
だ
が
、
自
ら
買
い
集
め
る
事
は
避
け
、
公
共
又
は
箇
人
の
美
術

館
に
て
蒐
集
展
観
す
べ
き
で
あ
る
と
の
主
義
で
、
自
宅
で
は
僅
か
に
勤
王

家
、
儒
者
、
高
僧
、
俳
人
、
中
国
の
知
人
の
書
画
を
愛
玩
す
る
に
過
ぎ
な
い

よ
う
だ
。
斎
藤
茂
吉
氏
初
め
現
代
文
芸
家
の
水
茎
の
跡
な
ど
面
白
い
。
僕
の

一
高
時
代
の
恩
師
夏
目
漱
石
先
生
と
の
交
遊
も
浅
か
ら
ず
其
筆
に
な
る
蘇
迷

滋
（
素
明
虐
を
も
じ
っ

た
も
の
）
の
額
は
素
晴
ら
し
い
物
だ
。
僕
等
教
員
生

活
に
終
始
し
て
い
る
者
で
も
、
調
べ
も
の
の
際
、
接
客
で
中
断
す
る
の
は
随

分
困
る
か
ら
、
結
城
さ
ん

の
よ
う
な
両
家
は
凛
か
し
御
困
り
だ
ろ
う
と
思
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い
、
往
訪
の
折
は
電
話
で
都
合
を
き
く
と
、
い
つ
で
も
来
い
と
の
話
、
而
も

大
抵
二
三
の
来
客
あ
る
の
で
、
執
筆
に
不
便
だ
ろ
う
と
御
尋
ね
し
た
ら
、
困

ら
ぬ
事
も
な
い
が
、
折
角
訪
問
を
受
け
る
の
だ
か
ら
止
む
を
得
な
い
し
す
る

の
で
、
夜
食
後
一
休
み
し
て
後
、
十
時
頃
か
ら
暁
方
ま
で
執
筆
す
る
、
色
も

其
積
り
で
ぬ
る
と
ど
う
に
か
な
る
と
、
至
極
ア
ッ
サ
リ
話
さ
れ
た
の
は
面
白

か
っ
た
。
然
し
之
も
西
片
町
時
代
で
、
終
戦
後
家
庭
の
御
不
幸
と
、
移
転
や

老
境
に
入
ら
れ
た
の
で
、
夜
業
も
さ
れ
な
く
な
っ
た
様
だ
。
そ
れ
に
こ
の
十

数
年
間
は
神
経
痛
に
悩
ま
さ
れ
、
心
臓
肥
大
で
好
き
な
御
酒
も
晩
餐
に

一
本

と
限
ら
れ
た
の
は
誠
に
同
情
に
堪
え
な
か
っ
た
。

最
後
に
結
城
さ
ん
に
付
特
筆
す
べ
き
事
は
二
十
年
以
前
先
夫
人
逝
去
後
、

簡
易
生
活
に
遷
り
、
和
服
を
全
廃
徹
底
的
洋
服
生
活
を
始
め
ら
れ
た
事
だ
。

外
出
は
勿
論
自
宅
に
お
る
時
も
凡
て
洋
服
を
用
い
、
出
来
れ
ば
万
事
洋
式
に

さ
れ
た
い
よ
う
だ
っ
た
。
日
本
画
家
と
し
て
は
珍
ら
し
い
事
で
此
点
確
か
に

先
逹
で
あ
ろ
う
。
僕
も
こ
れ
に
剌
戟
さ
れ
、
日
本
人
の
衣
食
住
も
漸
次
洋
式

に
し
て
、
始
め
て
文
化
生
活
を
営
め
る
信
念
を
強
め
た
次
第
だ
。

（
五
月
廿

二
認
む
）

現
法
政
大
学
工
学
部
教
授

（『前
春
』
第
四
十
三
号
、
昭
和
三
十
二
年
四
月
）
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